



















第1帝 序論一一国際法と国家形成との関係 日- ---------i
第1節 研究の視点
第2節 研究の課題
第2葺i 伝統的国際法における国家形成と承諾 .---I-････- ･--ll
第 1節 序論
第2節 国際法の課題としての国家形成








b東洋諸国の国際法団体への加入 ･- ----･･--I-H Z8
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a国際法団体-の参加の承認と国家形成 - ･ ･ - - - - -I,‥ョo
b互持薬上の承認理論の適用 ･l-･･･-･･-･.-- - ･t--I.･32
第3節 国家形成の対応と承琴の機能の展開 ･- I- --- - ････34






a匡像 の形成過程-の国際法の不囲与 ･-- ･---- ･-45 √/
- I- 日次
b国際社会の範紙化の不僻 ･--･･･..･･････････-･-.･.-46
2 承諾機能を果たす法的メカニズムの探求 ･･- - ･---･-48
1)承認の権威性及び背適性の理論的可能性 ---- ･-- -49
2)組織化に向かう国際乗行 ･-- --･.･･- 日日･-----51
aヨーロッパ協調と国家性の確認 - 日日-日-日･--- -51
































第 1節 序論 -----HHHH131
第2節 分離独立の正当性を探る動き ---- - ･･-･-･- --136 ､′








第3節 分離独立への法的対応と国家承詔 ･.-日- ----.･.･.･15日 V,
1 分離独立の正当性と法的対応 --- -- ･･- ---∴ ･158







2 対応の法的メカニズムと国家承認 日･日---HHH･- -172
1)分離独立に対応する新たなメカ'=ズムを探って ･- 日･･･1174






























2 国家の継親性を認定する法的根拠 ----･････ ･L･--Hl240
1)継放任を否定する動機 -･日--I-----･小 目--･･240
2)触親任を否定する法的根拠
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